
10ミャンマー
首都：ネーピードー
面積：68万㎢
人口：6,400万人（2012年）
言語：ミャンマー語
宗教：仏教、キリスト教、イスラム教など
主要産業：農業
1人当たり国内総生産（GDP）：834ドル（2012年）
実質GDP成長率：5.0%（2012年）
ASEAN加盟年：1997年

7 マレーシア
首都：クアラルンプール
面積：33万㎢
人口：2,920万人（2012年）
言語：マレー語、中国語、タミール語、英語
宗教：イスラム教、仏教、儒教・道教、ヒンズー教 、
　　 キリスト教など
主要産業：製造業、農林業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：1万381ドル（2012年）
実質GDP成長率：5.6%（2012年）
ASEAN加盟年：1967年

4 ブルネイ
首都：バンダルスリブガワン
面積：5,800㎢
人口：41万2,000人（2012年）
言語：マレー語、英語、中国語
宗教：イスラム教、仏教、キリスト教など
主要産業：石油・天然ガス
1人当たり国内総生産（GDP）：4万1,127ドル（2012年）
実質GDP成長率：2.2%（2012年）
ASEAN加盟年：1984年

3 フィリピン
首都：マニラ
面積：29万9,000㎢
人口：9,700万人（2012年）
言語：フィリピノ語、英語
宗教：キリスト教、イスラム教
主要産業：農林水産業
1人当たり国内総生産（GDP）：2,587ドル（2012年）
実質GDP成長率：6.8%（2012年）
ASEAN加盟年：1967年8 カンボジア

首都：プノンペン
面積：18万㎢
人口：1,490万人（2012年）
言語：カンボジア語
宗教：仏教、イスラム教
主要産業：農業、縫製業、建設業、観光業
1人当たり国内総生産（GDP）：946ドル（2012年）
実質GDP成長率：7.3%（2012年）
ASEAN加盟年：1999年

ジャカルタ

クアラルンプール

ブンタオ

ホーチミン

9タイ
首都：バンコク
面積：51万4,000㎢
人口：6,700万人（2012年）
言語：タイ語
宗教：仏教、イスラム教
主要産業：製造業、農業
1人当たり国内総生産（GDP）：5,480ドル（2012年）
実質GDP成長率：6.5%（2012年）
ASEAN加盟年：1967年

10

A S E A N6 シンガポール
首都：なし
面積：716㎢
人口：530万人（2012年）
言語：マレー語、英語、中国語、タミール語
宗教：仏教、イスラム教、キリスト教、道教、ヒンズー教
主要産業：製造業、商業、ビジネスサービス業、運輸・通信業、
　　　　  金融サービス業
1人当たり国内総生産（GDP）：5万1,709ドル（2012年）
実質GDP成長率：1.3%（2012年）
ASEAN加盟年：1967年

5 インドネシア
首都：ジャカルタ
面積：189万㎢
人口：2億4,700万人（2012年）
言語：インドネシア語
宗教：イスラム教、キリスト教、ヒンズー教、
　　  仏教、儒教など
主要産業：製造業、農林水産業、鉱業
1人当たり国内総生産（GDP）：3,557ドル（2012年）
実質GDP成長率：6.2%（2012年）
ASEAN加盟年：1967年
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参考：外務省ホームページ、世界銀行ホームページ
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バンダルスリブガワン

き
た
〝
仲
間
〞
な
の
だ
。

　
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪
し
た
福
田
赳
夫
首

相
（
当
時
）
が
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
を

表
明
し
た
の
が
77
年
。「
東
南
ア
ジ
ア
と
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
協
力
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
時

代
の
変
化
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直

面
し
つ
つ
も
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
通

じ
た
交
流
を
続
け
、
互
い
の
成
長
の
た
め
、

今
や
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
し
て
今
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
新
た
な
局

面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
て
も
一
様
で
は
な

い
。〝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
４
〞
と
呼
ば
れ
る
の
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
。
こ
の
４
カ
国
は
著
し
い
経

済
成
長
を
経
て
、
今
は
そ
の
発
展
過
程
ゆ

え
の
壁
、
い
わ
ゆ
る
〝
中
所
得
国
の
わ
な
〞

に
直
面
し
て
い
る
。
一
方
で
、〝
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
〞

と
分
類
さ
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
い
ま
だ
他

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
所
得
格
差
が
大

き
い
。
さ
ら
に
は
、
環
境
問
題
や
高
齢
化

な
ど
日
本
に
も
通
じ
る
新
た
な
課
題
に
立

ち
向
か
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
一
地
域
と
し
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

が
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
歩
む
べ
き
道

と
は
｜
。

　「
ど
の
国
も
中
所
得
国
ま
で
は
到
達
の
道

が
開
け
ま
し
た
が
、
高
所
得
国
に
な
る
た

め
に
は
さ
ら
な
る
条
件
整
備
が
必
要
で
す
。

〝
消
費
の
質
〞
の
向
上
を
目
指
し
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
へ
消
費
産
業
に
関
す
る
外
資
を
導
く

こ
と
が
突
破
口
の
一
つ
。
そ
の
た
め
の
条

件
は
、
ア
ジ
ア
で
〝
人
〞
が
育
ち
、〝
文
化

セ
ン
ス
〞
が
向
上
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
」

と
日
本
大
学
の
朽
木
昭
文
教
授
は
話
す
。

　
日
本
と
し
て
も
、
長
年
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

対
し
て
続
け
て
き
た
橋
や
道
路
を
造
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
加
え
、人
を
、知
を
育
む
〝
ソ

フ
ト
面
〞
の
協
力
に
よ
り
重
き
を
置
く
よ

う
に
。
民
間
企
業
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、
今
ま
で
以
上

に
力
を
合
わ
せ
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
に
は
域
内
の
関
税
を
撤
廃
し
、

経
済
共
同
体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
。そ
の
変
化
の
勢
い
を
取
り
込
み
、

経
済
成
長
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
日
本
。
互
い

の
成
長
の
先
に
あ
る
未
来
に
向
け
て
、〝
チ
ー

ム
・
ア
ジ
ア
〞
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

歩
み
を
進
め
て
い
る
。

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

40
年
の
つ
な
が
り

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

新
た
な
挑
戦
へ

し
て
設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
５
カ
国
で
ス
タ

ー
ト
。
そ
の
後
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が

加
わ
り
、
現
在
は
10
カ
国
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
し
て
今
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
未
知
な
る

可
能
性
に
あ
ふ
れ
た
市
場
と
し
て
、
国
際

社
会
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
97
年
の

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
か
ら
復
活
を
遂
げ
、
国

内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
こ
の
20
年
で
約
５

倍
に
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
さ
ら
に
２
・

５
倍
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
や
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
北
米
自
由

貿
易
協
定
）
に
経
済
規
模
こ
そ
及
ば
な
い

が
、
人
口
は
約
５
・
８
億
人
と
同
類
の
域

内
組
織
と
し
て
世
界
最
大
規
模
を
誇
る
。

　
こ
の
数
年
は
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
向
け

の
輸
出
も
拡
大
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
。

資
源
も
人
材
も
豊
富
な
こ
の
地
域
は
、
域

外
の
国
々
に
と
っ
て
も
魅
力
的
だ
。
中
で

も
、
地
理
的
に
も
近
い
日
本
と
の
つ
な
が

り
は
強
く
深
い
。
現
に
、
日
本
か
ら
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ
の
直
接
投
資
は
こ
の
７
年

で
３
倍
と
う
な
ぎ
上
り
だ
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

日
本
の
つ
な
が
り
は
、
最
近
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
２
０
１
３
年
は
「
日
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
40
周
年
」。
長
年

に
わ
た
り
、
互
い
に
助
け
、
支
え
合
っ
て

　
バ
リ
島
、
バ
ン
コ
ク
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
…
。
長
い
休
み
は
取

り
づ
ら
い
け
ど
ち
ょ
っ
と
海
外
に
行
き
た

い
、と
い
う
人
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
。

買
い
物
が
で
き
る
都
市
あ
り
、
海
が
き
れ

い
な
リ
ゾ
ー
ト
あ
り
。
屋
台
か
ら
お
し
ゃ

れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
、
お
い
し
い
エ
ス

ニ
ッ
ク
料
理
も
楽
し
め
る
。
同
じ
ア
ジ
ア

と
あ
っ
て
、
街
を
歩
く
人
々
の
雰
囲
気
も

ど
こ
か
似
て
い
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
身

近
な
存
在
だ
。

　
こ
れ
ら
の
国
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ

う
、
全
て
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（A

s-
sociation of South E

ast A
sian 

N
ations

：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
加
盟
国
。
１

９
６
７
年
、
域
内
の
成
長
と
発
展
を
目
指

可
能
性
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域

編集協力：一般財団法人日本エネルギー経済研究所

そして、未来へ
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A S E A N特 　　　　 集

日・ASEAN友好協力40周年
日本とASEANのつながりは、1973
年に設立された日・ASEAN合成ゴ
ムフォーラムが始まり。その交流開
始から40周年に当たる2013年は、
政治、経済、文化、青少年交流、観
光など幅広い分野で記念交流事業を
実施。12月14、15日には、東京で日・
ASEAN特別首脳会議が行われる。

アジアの成長をけん引するタイの首都バンコク。ASEAN諸国は今、成長の先にある地域の発展の姿を模索している（撮影：渋谷敦志）

2 ベトナム
首都：ハノイ
面積：32万9,000㎢
人口：8,900万人（2012年）
言語：ベトナム語
宗教：仏教、キリスト教、カオダイ教など
主要産業：農林水産業、鉱業、軽工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,596ドル（2012年）
実質GDP成長率：5.0%（2012年）
ASEAN加盟年：1995年

1 ラオス
首都：ビエンチャン
面積：24万㎢
人口：660万人（2012年）
言語：ラオス語
宗教：仏教
主要産業：サービス業、農業、工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,399ドル（2012年）
実質GDP成長率：8.2%（2012年）
ASEAN加盟年：1997年

知見が不可欠です。これまでにも日本の協力
の下、産業を支える人材を育てる大学間ネット
ワークや、域内の連結性を高める海運ルート
の整備などを実施し、地域全体としての成長
につなげてきました。
　今後は、これまで以上に日本と力を合わ
せ、環境問題、海上保安、感染症、テロといっ
た地球規模課題の解決に貢献していきたいと
考えています。12月には「日・ASEAN特別首

SEANと日本は、長年にわたり政治、
経済、文化などさまざまな面で交流を

続け、緊密な関係を築いてきました。2013年
は「日・ASEAN友好協力40周年」。まさに節
目の年です。
　そして今、私たちは成長の過程で新たな課
題に直面しています。例えば、域内の格差是
正やASEAN経済共同体（AEC）創設。これ
らを確実に実現するためには、日本の経験と

A

40年のつながりを力に 東南アジア諸国連合（ASEAN）事務局長  レ・ルオン・ミン

脳会議」が東京で開かれ、各国の代表が集
まって今後の展望を議論します。私たちはその
場で、日本との関係強化に向けた道しるべを
示したいと思っています。
　私が事務局長を務める間に、AEC創設と
ASEAN創設50周年という2大イベントがあり
ます。ASEANとして世界に輝きを放っていけ
るよう、その土台づくりに力を入れていきたい
と考えています。

南北経済回廊

東西経済回廊

南部経済回廊

海洋経済回廊

編集協力：日本大学生物資源科学部国際地域開発学科　朽木昭文教授

今、アジアの勢いがすごい。
都市部には高層ビルが立ち並び、道路には車やバイクがあふれている。
この数年、東南アジア諸国連合（ASEAN）の国 を々中心に、
そんな光景があちこちで見られるようになった。
そして彼らは、次の成長のステージへ―。
“チーム・アジア”として日本とタッグを組み、一地域としてさらなる発展を目指す。
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面積：189万㎢
人口：2億4,700万人（2012年）
言語：インドネシア語
宗教：イスラム教、キリスト教、ヒンズー教、
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き
た
〝
仲
間
〞
な
の
だ
。

　
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪
し
た
福
田
赳
夫
首

相
（
当
時
）
が
「
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
」
を

表
明
し
た
の
が
77
年
。「
東
南
ア
ジ
ア
と
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
信

頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
協
力
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
時

代
の
変
化
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直

面
し
つ
つ
も
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
通

じ
た
交
流
を
続
け
、
互
い
の
成
長
の
た
め
、

今
や
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
し
て
今
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
新
た
な
局

面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
い
っ
て
も
一
様
で
は
な

い
。〝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
４
〞
と
呼
ば
れ
る
の
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
レ
ー
シ
ア
。
こ
の
４
カ
国
は
著
し
い
経

済
成
長
を
経
て
、
今
は
そ
の
発
展
過
程
ゆ

え
の
壁
、
い
わ
ゆ
る
〝
中
所
得
国
の
わ
な
〞

に
直
面
し
て
い
る
。
一
方
で
、〝
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
〞

と
分
類
さ
れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
は
、
い
ま
だ
他

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
所
得
格
差
が
大

き
い
。
さ
ら
に
は
、
環
境
問
題
や
高
齢
化

な
ど
日
本
に
も
通
じ
る
新
た
な
課
題
に
立

ち
向
か
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
一
地
域
と
し
て
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

が
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
歩
む
べ
き
道

と
は
｜
。

　「
ど
の
国
も
中
所
得
国
ま
で
は
到
達
の
道

が
開
け
ま
し
た
が
、
高
所
得
国
に
な
る
た

め
に
は
さ
ら
な
る
条
件
整
備
が
必
要
で
す
。

〝
消
費
の
質
〞
の
向
上
を
目
指
し
、Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
へ
消
費
産
業
に
関
す
る
外
資
を
導
く

こ
と
が
突
破
口
の
一
つ
。
そ
の
た
め
の
条

件
は
、
ア
ジ
ア
で
〝
人
〞
が
育
ち
、〝
文
化

セ
ン
ス
〞
が
向
上
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
」

と
日
本
大
学
の
朽
木
昭
文
教
授
は
話
す
。

　
日
本
と
し
て
も
、
長
年
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

対
し
て
続
け
て
き
た
橋
や
道
路
を
造
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
加
え
、人
を
、知
を
育
む
〝
ソ

フ
ト
面
〞
の
協
力
に
よ
り
重
き
を
置
く
よ

う
に
。
民
間
企
業
が
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
、
互
い
の
強
み
を
持
ち
寄
り
、
今
ま
で
以
上

に
力
を
合
わ
せ
る
べ
き
時
に
来
て
い
る
。

　
２
０
１
５
年
に
は
域
内
の
関
税
を
撤
廃
し
、

経
済
共
同
体
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
。そ
の
変
化
の
勢
い
を
取
り
込
み
、

経
済
成
長
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
日
本
。
互
い

の
成
長
の
先
に
あ
る
未
来
に
向
け
て
、〝
チ
ー

ム
・
ア
ジ
ア
〞
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

歩
み
を
進
め
て
い
る
。

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

40
年
の
つ
な
が
り

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

新
た
な
挑
戦
へ

し
て
設
立
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
の
５
カ
国
で
ス
タ

ー
ト
。
そ
の
後
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が

加
わ
り
、
現
在
は
10
カ
国
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
し
て
今
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
未
知
な
る

可
能
性
に
あ
ふ
れ
た
市
場
と
し
て
、
国
際

社
会
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
97
年
の

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
か
ら
復
活
を
遂
げ
、
国

内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）は
こ
の
20
年
で
約
５

倍
に
。
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
さ
ら
に
２
・

５
倍
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。Ｅ
Ｕ

（
欧
州
連
合
）
や
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
北
米
自
由

貿
易
協
定
）
に
経
済
規
模
こ
そ
及
ば
な
い

が
、
人
口
は
約
５
・
８
億
人
と
同
類
の
域

内
組
織
と
し
て
世
界
最
大
規
模
を
誇
る
。

　
こ
の
数
年
は
、
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
向
け

の
輸
出
も
拡
大
し
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
。

資
源
も
人
材
も
豊
富
な
こ
の
地
域
は
、
域

外
の
国
々
に
と
っ
て
も
魅
力
的
だ
。
中
で

も
、
地
理
的
に
も
近
い
日
本
と
の
つ
な
が

り
は
強
く
深
い
。
現
に
、
日
本
か
ら
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
へ
の
直
接
投
資
は
こ
の
７
年

で
３
倍
と
う
な
ぎ
上
り
だ
。

　
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

日
本
の
つ
な
が
り
は
、
最
近
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
な
い
。
２
０
１
３
年
は
「
日
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
40
周
年
」。
長
年

に
わ
た
り
、
互
い
に
助
け
、
支
え
合
っ
て

　
バ
リ
島
、
バ
ン
コ
ク
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
、

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
…
。
長
い
休
み
は
取

り
づ
ら
い
け
ど
ち
ょ
っ
と
海
外
に
行
き
た

い
、と
い
う
人
に
は
う
っ
て
つ
け
の
場
所
。

買
い
物
が
で
き
る
都
市
あ
り
、
海
が
き
れ

い
な
リ
ゾ
ー
ト
あ
り
。
屋
台
か
ら
お
し
ゃ

れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
、
お
い
し
い
エ
ス

ニ
ッ
ク
料
理
も
楽
し
め
る
。
同
じ
ア
ジ
ア

と
あ
っ
て
、
街
を
歩
く
人
々
の
雰
囲
気
も

ど
こ
か
似
て
い
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
身

近
な
存
在
だ
。

　
こ
れ
ら
の
国
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ

う
、
全
て
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（A

s-
sociation of South E

ast A
sian 

N
ations

：
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
加
盟
国
。
１

９
６
７
年
、
域
内
の
成
長
と
発
展
を
目
指

可
能
性
と

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域

編集協力：一般財団法人日本エネルギー経済研究所

そして、未来へ
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A S E A N特 　　　　 集

日・ASEAN友好協力40周年
日本とASEANのつながりは、1973
年に設立された日・ASEAN合成ゴ
ムフォーラムが始まり。その交流開
始から40周年に当たる2013年は、
政治、経済、文化、青少年交流、観
光など幅広い分野で記念交流事業を
実施。12月14、15日には、東京で日・
ASEAN特別首脳会議が行われる。

アジアの成長をけん引するタイの首都バンコク。ASEAN諸国は今、成長の先にある地域の発展の姿を模索している（撮影：渋谷敦志）

2 ベトナム
首都：ハノイ
面積：32万9,000㎢
人口：8,900万人（2012年）
言語：ベトナム語
宗教：仏教、キリスト教、カオダイ教など
主要産業：農林水産業、鉱業、軽工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,596ドル（2012年）
実質GDP成長率：5.0%（2012年）
ASEAN加盟年：1995年

1 ラオス
首都：ビエンチャン
面積：24万㎢
人口：660万人（2012年）
言語：ラオス語
宗教：仏教
主要産業：サービス業、農業、工業
1人当たり国内総生産（GDP）：1,399ドル（2012年）
実質GDP成長率：8.2%（2012年）
ASEAN加盟年：1997年

知見が不可欠です。これまでにも日本の協力
の下、産業を支える人材を育てる大学間ネット
ワークや、域内の連結性を高める海運ルート
の整備などを実施し、地域全体としての成長
につなげてきました。
　今後は、これまで以上に日本と力を合わ
せ、環境問題、海上保安、感染症、テロといっ
た地球規模課題の解決に貢献していきたいと
考えています。12月には「日・ASEAN特別首

SEANと日本は、長年にわたり政治、
経済、文化などさまざまな面で交流を

続け、緊密な関係を築いてきました。2013年
は「日・ASEAN友好協力40周年」。まさに節
目の年です。
　そして今、私たちは成長の過程で新たな課
題に直面しています。例えば、域内の格差是
正やASEAN経済共同体（AEC）創設。これ
らを確実に実現するためには、日本の経験と

A

40年のつながりを力に 東南アジア諸国連合（ASEAN）事務局長  レ・ルオン・ミン

脳会議」が東京で開かれ、各国の代表が集
まって今後の展望を議論します。私たちはその
場で、日本との関係強化に向けた道しるべを
示したいと思っています。
　私が事務局長を務める間に、AEC創設と
ASEAN創設50周年という2大イベントがあり
ます。ASEANとして世界に輝きを放っていけ
るよう、その土台づくりに力を入れていきたい
と考えています。

南北経済回廊

東西経済回廊

南部経済回廊

海洋経済回廊

編集協力：日本大学生物資源科学部国際地域開発学科　朽木昭文教授

今、アジアの勢いがすごい。
都市部には高層ビルが立ち並び、道路には車やバイクがあふれている。
この数年、東南アジア諸国連合（ASEAN）の国 を々中心に、
そんな光景があちこちで見られるようになった。
そして彼らは、次の成長のステージへ―。
“チーム・アジア”として日本とタッグを組み、一地域としてさらなる発展を目指す。


